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i

　桜井市纒向学研究センターは、2022 年４月１日をもって 10 周年を迎えました。十年ひと昔と

は申しますが、2011 年の４月に桜井市立旧纒向幼稚園の園舎をいただいて設立の準備に入り、「纒

向学」の構築と纒向遺跡の調査・研究と発信の拠点としての研究センターの将来に夢を馳せて、

丸１年をかけて、理念や組織作り、法的な整備、事業計画の立ち上げや予算配分、10 年間を見

越したタイムスケジュール等々、多岐にわたる準備に熱い議論を重ねていった日々が昨日のよう

に蘇ります。

  いま、『纒向学の最前線』と題して、806 頁におよぶ大部の 10 周年記念論文集（研究紀要『纒

向学研究』第 10 号）の最終の責了稿を前に、この 10 年間の足跡の一つ一つを万感交交反芻して

います。まずはここに、10 周年記念の論文集が刊行されましたことをご報告するとともに、玉

稿をいただいた方々、刊行にご尽力いただいた方々、とりわけクラウドファンディングの主旨に

ご賛同いただいた全国の応援団の皆さまに、心から厚く感謝申し上げます。

　「纒向学」が 10 年を迎えたいま、纒向遺跡の学的な成果とその重要性はますます斯界の認知さ

れるところとなり、その歴史的な価値や意義は国民共有の財産として高く評価されるところとな

りました。この論文集の刊行によって、私たちの「纒向学」も漸うかすかな全容をお見せできた

のではないかと実感しています。

　とはいえ、21 世紀に生きる市民に向けての「学」の還元と発信のための組織や活動はまだま

だ途についたばかりです。発信基地として嘱望される施設や地域の整備は未だ手つかずの状態に

あります。10 年後の纒向遺跡と研究センターが地域拠点として光り輝いているすがたを目指し

て、次の 10 年も一歩一歩着実に成果を積み上げ、発信し続けていくしか道はないようです。

　共同研究員の方々をはじめ、関係者の皆さま、そして常に暖かいご支援をいただいている市民

や応援団の皆さまには、重ねて感謝申し上げるとともに、今後とも変わらぬご支援を賜りますよ

うお願いいたします。

　　2022 年６月 21 日

                        　　　                       　 桜井市纒向学研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長 　  寺　沢　　薫
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ii

１．本書は桜井市纒向学研究センターの設立 10 周年を記念して刊行する論文集である。

２．執筆は、桜井市纒向学研究センターの研究員 (常勤および共同研究員 )のほか、当センターが行う纒向遺跡の調

査・研究、普及・啓発活動等に対し御指導・御協力をいただいた各分野の研究者ならびに報道関係者等にお願い

した。

３．執筆の依頼に際しては、2020 年８月に 117 名に案内を送付し、最終的には 87 名より 85 編の原稿が提出された。

2021 年 10 月から本格的な編集作業を開始して、2022 年１月上旬に入稿、校正ののち同年６月上旬に校了してい

る。

４．本書はＡ４判で本文は 806 頁の両面白黒刷り、表紙は片面１色刷りの袖折りとし、製本はクータ・バインディン

グを採用した。

５．本書の編集は、桜井市纒向学研究センターが担当し、所長 寺沢薫の監修のもと、飯塚健太・立石千紘の協力を

得て福辻淳がおこなった。

６．本書の作成に際しては、ガバメントクラウドファンディング「ヤマト王権誕生の地から、最新の研究成果を大発

信！－桜井市纒向学研究センター設立 10 周年の集大成－」を 2021 年７月～ 10 月に実施し、94 名の皆様より本

書の印刷費用の８割以上に相当する計 2,517,000 円のご支援をいただきました。また桜井市では「卑弥呼の里・

桜井ふるさと寄附金」を設置し、纒向遺跡の調査研究・保存活用に関する事業を応援してくださる皆様からの寄

附を募っており、例年多大なご支援をいただいております。このたび本書作成のための資金として、いただいた

寄附金の一部を活用させていただきました。ご支援いただいた皆様に、あらためて御礼申し上げます。

例　　　言
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